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１ 取組のタイトル，テーマ 

「生徒が主体的にＳＤＧｓに取り組む学習活動」 

 

２ 取組の紹介 

年間の取り組み・活動（生徒の活動）の概要 

①総合的な学習「南光台わくわくプロジェクト」南光川の清掃活動・地域のごみ拾い活動 

３年生の総合的な学習の時間の一環として行った活動です。これまでのＳＤＧｓ学習を生まれ育った南光台

に，還元するために行いました。地域の川の清掃活動やごみ拾いに参加する中で，地球の環境問題について考

えを深め，自分にできることを見つめ直しました。 

 

②理科「自然環境の保全に関する調べ学習」 

３年生の理科の単元「自然環境の調査と保全」において，人間の活動が自然環境に与える影響や，それを保

全する方法について調べました。また，地球に生きる一員として，積極的に自然を守ることの重要性や，私た

ちにできることについて考えました。 

 

③エコキャップ・プルタブの回収 

ボランティア委員会によるエコ活動です。ポスターや朝・帰りの会での呼びかけを通して，毎月1回程度，

エコキャップやプルタブの回収を行っています。また，各委員が学級で，それらを回収する意義を伝えること

で，自然環境への意識を高めています。 
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３ 取組の成果（児童生徒の変容） 
地域や地球の一員として，これまでの学びを基に活動し，発信する取組を行ったり，調べ学習をしたりす

ることで，ＳＤＧｓや持続可能な社会を自分ごととして捉えるようになりました。また，普段の授業中での

発言や，清掃活動・ボランティア活動にも大きな変化が現れています。 

ＳＤＧｓという言葉を身近に感じ始めたことで，世界の出来事への関心も高まり，持続可能な社会の担い

手としての意識が芽生えてきています。学校内だけでなく，地域活動にも積極的に関わり，南光台中学校区

の地域の皆様からも頼られる存在になっています。 


